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8
契約に関する
説明と納得

契約の締結、解約また改定等の際
は、利用者や家族等の不安や疑問点
を尋ね、十分な説明を行い理解・納
得を図っている

契約の締結前に利用者や家族等の思い
をお聞きし、疑問点等にもお答えし、
当初にケアプランに反映させ、契約の
際には重度化に伴う方針を説明し、解
約時にご家族に納得頂けるよう、早い
段階で今後の方針や受け入れ先につい
ての説明を行い理解を頂いている

7
権利擁護に関する
制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援
事業や成年後見制度について学ぶ機
会を持ち、個々の必要性を関係者と
話し合い、それらを活用できるよう
支援している

成年後見制度に関する外部研修に参加
し、その内容を内部研修として伝達す
る事で職員全員が学ぶ機会を設けた。
成年後見制度に関するパンフレットを
いつでも確認できる場所に常備してい
る

6 虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関
連法について学ぶ機会を持ち、利用
者の自宅や事業所内での虐待が見過
ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

定期的に委員会を開催し、『虐待防止
に関する指針』を作成し、見直しを
行っている。『虐待の芽チェックリス
ト』に全職員が記入する事で、グレー
ゾーンを含む対応を洗い出し、集計と
総評を実施。抽出された課題について
は研修を通じて改善を図っている。

『虐待防止に関する指針』が整備され
ており、定期的な委員会の開催と、職
員全員に対する虐待防止に関する研修
の実施により防止に努めている。又、
チェックリスト形式のアンケートの実
施により、職員一人ひとりの振り返り
と課題抽出のきっかけとなっている。

5
身体拘束をしない

ケアの実践

代表者および全ての職員が「介護保
険法指定基準における禁止の対象と
なる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

『身体拘束廃止に関する指針』をもと
に定期的に委員会を開催し、年に２回
以上、内部研修を行い職員に対して周
知徹底を行っている。家族に対して施
錠対応していない事を説明し、利用者
が戸外に出た際は見守りで対応するな
ど、拘束のない支援に努めている

『身体拘束廃止に関する指針』が整備
されており、定期的に委員会も開催さ
れている。年に２回以上は内部研修が
行われており、職員に対して周知も促
されている。施錠ができない事を家族
に説明し、理解を得られている

2
事業所と地域との

つきあい

事業所は、利用者が地域とつながり
ながら暮らし続けられるよう、認知
症の人の理解や支援の方法などを共
有し、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

『地域と繋がろうプロジェクト』として利用
者が作成したﾁﾗｼｺﾞﾐ箱を地域店舗に配布・補
充し交流を継続。職業体験『ちびなが』では
子供達に高齢者の不自由さやアロママッサー
ジを体験してもらい、地域の一員として認知
症理解の共有に努めている。又、施設の畑で
地域の方々と共に農作業も行っている

毎月ボランティアを受け入れており、
地域との交流が図られている。『地域
と繋がろうプロジェクト』の様に、施
設側から外へ発信し、地域貢献が行わ
れている。今年度は『ちびなが商店
街』への参加など、新たな取り組みも
行われている

4 市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に
取り、事業所の実情やケアサービス
の取り組みを積極的に伝えながら、
協力関係を築くように取り組んでい
る

市の担当者とは、様々な相談で出向い
たり、電話やメールで情報交換を行
い、協力関係を築けるように努めてい
る

市の担当者とは協力関係が築けている

3
運営推進会議を

活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービ
スの実際、評価への取り組み状況等
について報告や話し合いを行い、そ
こでの意見をサービス向上に活かし
ている

２か月に１度、参加メンバーを招き、
活動状況を詳細に報告し、サービス内
容についての質問や意見を頂き運営に
活かしいている。また、参加できな
かった方には会議録を郵送し報告を
行っている

利用者が様々な活動に参加できてお
り、その内容も活動記録を通してしっ
かりと報告されている。
外部の方を招き、現状を伝えつつ情報
共有を行っている

自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営

1 理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえ
た事業所理念をつくり、管理者と職
員は、その理念を共有して実践につ
なげている

『誠実』という理念を掲げ、法令遵守
の徹底を図っている。理念については
年１回以上、内部研修にて実践できて
いるか確認した後に、見直しは必要か
話し合い、職員全員で共有を行ってい
る
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Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

16 思いや意向の把握
一人ひとりの思いや暮らし方、生活環
境、一日の過ごし方の希望や意向の把
握に努めている。

日々の会話や様子等を介護記録に記載
し思いや希望の把握に努めている。要
望があった際は些細な事でも『要望承
り書』を作成し、職員全員が情報の共
有を行っている

15
馴染みの人や場との

関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染
みの人や場所との関係が途切れない
よう、支援に努めている

行き付けの美容院の利用や馴染みの場
所、自宅周辺等への外出支援を積極的
に行っている。現在は家族や親戚、友
人等と感染対策を行った上で面会や外
出も可能であり、希望に応じて電話や
年賀状等の手紙のやり取りなどの支援
も継続している

外出の記録や様子などがしっかりと報
告されており、感染対策を行ったうえ
での面会や電話など繋がりを保つ支援
も行われている

14
本人と共に過ごし

支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立
場におかず、暮らしを共にする者同
士の関係を築いている

利用者各々の得意分野の把握に努め、
役割りを持ち生きがいと感じられるよ
う働きかけている。畑作業や子育てに
ついて利用者から職員が教わる場面も
あり、共に生活する者として一方通行
とならない関係を築いている

13
同業者との交流を

通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と
交流する機会を作り、ネットワーク
づくりや勉強会、相互訪問等の活動
を通じて、サービスの質を向上させ
ていく取り組みをしている

管理者や職員は、施設長が理事を務め
る『山口県宅老所・グループホーム協
会』主催の会議や研修、青年部の集い
に参加する事で、情報交換を行いなが
ら他事業所の職員とも交流しながら支
援に役立てている

12
職員を育てる

取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとり
のケアの実際と力量を把握し、法人
内外の研修を受ける機会の確保や、
働きながらトレーニングしていくこ
とを進めている

独自のキャリアパス基準を設け、その
階層別に能力評価をしながら階層に合
わせた外部研修への参加や資格の取得
などを促している。毎月、職員が順番
に内部研修の講師となる事で、独自に
学ぶ機会を作り、自己研鑽に繋げてい
る

独自のキャリアパス基準により、能力
に応じた外部研修の参加など、個々の
スキルアップに取り組んでいる。内部
研修の講師を全職員が持ち回りで担当
し、独自に学ぶ機会も設けている

11 就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力
や実績、勤務状況を把握し、給与水
準、労働時間、やりがいなど、各自
が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

職員会議での話し合いや年２回の個人
面談にて個々の振り返りと自己評価を
基に、キャリアや働き方に合わせた能
力評価を行い、努力や実績を給与へ反
映しモチベーションに繋げている。勤
務状況に関しても、職員の希望を都度
反映している

職員の能力評価を行い、モチベーショ
ンのアップに繋がるよう、職場環境を
の整備を行っている。男性の育児休業
を含めた休暇や休業が取りやすい職場
環境が整えられている。

10
運営に関する

職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職
員の意見や提案を聞く機会を設け、
反映させている

施設長や管理者は、月に１度職員会議
を開催し、職員から意見や提案を聞く
機会を設け、年に２回の職員面談にお
いて、ひとり一人の意見や要望を聞き
取り、業務改善等に反映させている

9
運営に関する

利用者、家族等
意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理
者や職員ならびに外部者へ表せる機
会を設け、それらを運営に反映させ
ている

利用者との日頃の会話から要望や意見
を職員が汲み取り、施設独自の『要望
承り書』を作成し、反映できるよう努
めている。家族とは支援の相談を行い
ながら思いや要望を伺い、対応を運営
推進会議の報告書に記載している

独自の『要望承り書』を用いて家族の
意向はもちろん、利用者の要望や意見
が汲み取られており、支援や運営に反
映されている
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24
急変や

事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、
全ての職員は応急手当や初期対応の訓
練を定期的に行い、実践力を身に付け
ている

定期的に急変時の対応について研修を
行い知識定着に努めている。上級救命
講習受講者が５名、普通救命講習受講
者が11名居り、継続して消防署より
『救命ステーション』の認定を受けて
いる。各講習の再講習や上級の追加受
講も計画している。

23
重度化や終末期に

向けた方針の
共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につ
いて、早い段階から本人・家族等と話
し合いを行い、事業所でできることを
十分に説明しながら方針を共有し、地
域の関係者と共にチームで支援に取り
組んでいる

契約時に施設での支援の限界と重度化
した場合の対応について説明し、重度
化が考えられる場合を見極めつつ、早
い段階から家族と話し合いを行い、理
解と協力を得られるよう取り組んでい
る

入所時や状態の変化が見られたタイミ
ングにおいて、家族の理解を得られる
ように説明を行い取り組んでいる

22
入退院時の

医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療で
きるように、また、できるだけ早期に
退院できるように、病院関係者との情
報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者
との関係づくりを行っている。

入院前は病院へ施設で得た情報をまと
め提供し、入院中も連携室を通じ情報
交換を行っている。退院時は事前に情
報を受け、円滑に施設での生活へ戻れ
るよう準備を行っている

入退院に関して必要な情報交換が行わ
れており、医療機関との連携がとれて
いる

21
かかりつけ医の

受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切
にし、納得が得られたかかりつけ医と
事業所の関係を築きながら、適切な医
療を受けられるように支援している

本人や家族が希望した馴染みの病院を
かかりつけ医とし、継続して利用でき
るよう支援・連携を行っている。新た
に医療機関にかかる際は必ず家族へ相
談を行い、了承を得て受診を開始して
いる

20 地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域
資源を把握し、本人が心身の力を発揮
しながら安全で豊かな暮らしを楽しむ
ことができるよう支援している

毎月地域ボランティアとの交流を図
り、移動図書館や訪問散髪等、地域資
源を活用している。JA仙崎婦人部の方
や地域の方々と畑作業や施設敷地内の
清掃活動を行っている。また、放課後
ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽの“くるみ”や“きらり”の
子供たちと交流を図っている

ボランティアの受け入れや地域住民、
JA仙崎婦人部などを招き、畑作業や
BBQ、清掃活動など共に活動を行えて
いる。地域の子供達との交流も図れて
いる

19
一人ひとりを
支えるための

事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれ
るニーズに対応して、既存のサービス
に捉われない、柔軟な支援やサービス
の多機能化に取り組んでいる

訪問鍼灸師と連携し、施設での機能訓
練の見直しなどを行っている。移動販
売の利用や、洋服や消耗品などの個人
的な買い物に出掛けたり、美容院の利
用なども行っている。併設されたデイ
サービスと合同で活動を行い、交流を
図っている

訪問整体は複数人が利用できており、
その他の個別の対応もしっかりと行わ
れている

18
個別の記録と
実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づ
きや工夫を個別記録に記入し、職員間
で情報を共有しながら実践や介護計画
の見直しに活かしている

７月より介護記録の書式を変更し、記
録方法の見直しを行った。日々の生活
の中で、利用者の趣向や向き不向き、
職員の工夫等の情報を都度記載し、職
員全員が情報を共有を行っている。ま
た、その情報を基にﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを行い介護
計画の見直しにも活用している

職員が利用者の情報を収集し、収集し
た情報は職員全員が共有し、介護計画
の見直しにつなげている

17
チームで作る介護
計画とﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ

本人がより良く暮らすための課題とケ
アのあり方について、本人、家族、必
要な関係者と話し合い、それぞれの意
見やアイディアを反映し、現状に即し
た介護計画を作成している

介護計画更新前のｹｱｶﾝﾌｧﾚﾝｽにて、計画
作成者と担当職員が主となり職員全員
でﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞを行い、現状を確認しなが
ら、本人の要望や家族の意向、医療機
関の指示も含め、今後の方針について
話し合い、出てきた意見を介護計画へ
反映させている

利用者がいきいきと生活できるように
本人にあった計画が作成されている

現状に即した介護計画が作成されてお
り、家族の要望や利用者の希望、職員
が汲み取った情報なども反映され個別
の計画が作成されている。
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32
入浴を楽しむことが

できる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合
わせて入浴を楽しめるように、職員
の都合で曜日や時間帯を決めてしま
わずに、個々にそった支援をしてい
る

午前中の10～12時までを入浴時間と
して実施しているが、入浴時間の変更
やシャワー浴や清拭など、体調や希望
などの状況に合わせた支援を行ってい
る。無理強いをしないよう心掛けてお
り、入浴剤の使用など入浴が楽しめる
よう支援している

31 排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減ら
し、一人ひとりの力や排泄のパター
ン、習慣を活かして、トイレでの排
泄や排泄の自立にむけた支援、便秘
の予防等、個々に応じた予防に取り
組んでいる

『排泄ﾁｪｯｸ表』を作り、一人ひとりの
排泄間隔を把握し、タイミングを見計
らい言葉かけしている。乳製品やオリ
ゴ糖の使用、水分摂取など食事面の取
り組みに加え、適度な運動を促し便秘
予防に取り組んでいる。

利用者の排泄パターンを把握し、個々
に合わせた支援が実施されている

30 口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよ
う、毎食後、一人ひとりの口腔状態
や本人の力に応じた口腔ケアをして
いる

毎食後、職員が言葉かけを工夫しなが
ら口腔ケアを勧め、義歯の有無や口腔
状態に合わせた歯ブラシやスポンジブ
ラシを使用し、必要に応じて介助を行
うなど清潔を保てるよう支援してい
る。又、毎晩義歯の消毒を行っている

利用者の口腔状態に合わせた口腔ケア
が実施されている

29
栄養摂取や

水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が
一日を通じて確保できるよう、一人
ひとりの状態や力、習慣に応じた支
援をしている

食事形態を摂りやすい形状で提供し、
一人ひとりの食べきれる量を把握しな
がら提供している。食事摂取量が少な
い場合、別途食べやすい物を提供し、
細目に水分摂取を勧める事で食事量や
水分摂取量の確保に務めている

28
食事を楽しむことの

できる支援

食事が楽しみなものになるよう、一
人ひとりの好みや力を活かしなが
ら、利用者と職員が一緒に準備や食
事、片付けをしている

食事を楽しめる様、お弁当を持参し出
かけたり、一人ひとりの好みを把握し
献立を工夫し、食べられない物は代替
品を提供するなど配慮している。ま
た、ﾃｰﾌﾞﾙ拭きや配膳、野菜の皮むきや
盛り付けなどの食事の準備や下膳や食
器洗いなどの片付けを利用者と共に
行っている

食事に関する一連の作業を利用者と共
に行い、利用者一人ひとりの好みを把
握し、献立や食事をする場所、食事形
態を工夫する事で、利用者が楽しみな
がら食事ができるよう取り組んでいる

年間を通して接遇面の強化や改善に力
を入れており、職員の対応に現れてい
る。今後も継続した取り組みを期待し
たい

27
日々のその人らしい

暮らし

職員側の決まりや都合を優先するの
ではなく、一人ひとりの日常生活に
おける希望や意向、暮らしのペース
を大切にし、その日をどのように過
ごしたいか、希望にそって支援して
いる

職員は可能な限り、希望の起床時間や
食事時間などの生活リズムを尊重し、
レクリエーションや行事への参加も無
理強いはせず、自己決定できるように
配慮している

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　

26
一人ひとりの尊重と
プライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りや
プライバシーを損ねない言葉かけや
対応をしている

定期的に接遇に関する研修を行い、反
省や話し合い、見直しを行いながら、
職員は利用者の誇りやプライバシーを
損ねる事の無いよう、施設長や管理者
が注意するだけではなく、職員間でお
互いに言葉かけや対応を注意し合って
いる

25 災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜
を問わず利用者が避難できる方法を全
職員が身につけるとともに、地域との
協力体制を築いている

昼・夜間想定の避難訓練及び、車両を
使用した避難場所への防災避難訓練を
実施している。訓練は感染症対策の
為、職員と利用者のみで行ったが、消
防団や地域ボランティアの協力体制も
整えている。グループホーム協会主催
の災害時広域協働連携研修に管理者が
参加した

現在は職員と利用者のみで実践してい
る。地域の消防団やボランティア団体
等との協力体制は維持されている為、
今後の感染症の状況次第で共に訓練を
実施される予定があり、災害時の連携
に関する研修への参加もあった

避難訓練は定期的に行われており、地
域ボランティアや消防団との協力体制
も維持されている。今後は地域等を含
めた訓練ができるよう期待したい
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Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）

40

本人主体の
暮らし

本人は、自分の思い、願い、
日々の暮らし方の意向に沿った
暮らしができている

本人の思いや願いは可能な限り介護計
画へ取り入れ、意向に沿った暮らしが
できるように支援し、職員が無理強い
する事がないよう、自己決定する機会
を必ず設けている

39
居心地のよい

共用空間づくり

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ
かる力を活かし安全かつできるだけ自
立した生活が送れるように工夫してい
る。共用の空間が利用者にとって不快
や混乱をまねくような刺激がないよう
に配慮し、生活感や季節感を採り入れ
一人ひとりが居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

施設内に季節の花々を飾り、大きく開
けた窓から見える景色からも季節の移
り変わりを感じる事ができる。リビン
グﾞにはソファーを配し、横になって休
む事ができる畳の空間もあり、思い思
いに過ごせる空間作りを行っている

季節の花々が飾られていたり、家具の
配置を工夫し、利用者が居心地よく生
活できるように配慮されている

38 電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話を
したり、手紙のやり取りができるよ
うに支援をしている

希望に応じ電話や手紙のやり取りがで
きるようにし、電話は居室でゆっくり
と話せるよう配慮をしている。また、
個人所有の携帯電話を自由に使用して
頂いている

37
お金の所持や

使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大
切さを理解しており、一人ひとりの
希望や力に応じて、お金を所持した
り使えるように支援している

規程に沿い、契約時に預り金の取り扱
いについて説明し、家族の合意を得て
管理している。本人の金銭所持は難し
いが、移動販売や受診時など、希望に
応じて預り金より物品を購入している

36 日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそっ
て、戸外に出かけられるよう支援に
努めている。また、普段は行けない
ような場所でも、本人の希望を把握
し、家族や地域の人々と協力しなが
ら出かけられるように支援している

積極的に外出支援を行い、季節の花々
や景色を楽しみ、自宅周辺や馴染みの
場所、その他ﾘｸｴｽﾄに応えながら行先も
工夫している。感染症対策を行いなが
ら、家族との外出や外泊支援、買い物
や馴染の美容院の利用等も行っている

積極的な外出支援が行われており、
様々な場所へ出掛けられている。又、
外出だけではなく、外泊も実施されて
いる。感染状況により不可となる事も
あるが、外泊の回数に規定は無く、年
に数回外泊されている方もいる

35
役割、楽しみごとの

支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせ
るように、一人ひとりの生活歴や力
を活かした役割、嗜好品、楽しみご
と、気分転換等の支援をしている

掃除や食事の準備、洗濯等の家事や畑
仕事など、一人ひとりの力を活かせる
場面を作り、役割や楽しみが持てるよ
う支援している。施設の庭を利用した
食事やおやつの提供、希望に応じてノ
ンアルコール飲料の提供等を行ってい
る

一人ひとりが役割や楽しみを持てるよ
うな支援や、生活歴を把握し、それぞ
れの趣向に合わせた支援も行われてい
る

34 服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的
や副作用、用法や用量について理解
しており、服薬の支援と症状の変化
の確認に努めている

職員は最新のお薬情報を用いて薬の目
的や用法・容量について常に確認し、
把握するよう努めている。服薬マニュ
アルを都度見直し、薬の準備や配薬前
のダブルチェックの徹底を行ってい
る。薬の変更があった際は経過や変化
を主治医へ報告・相談を行っている

服薬マニュアルにより、適切な服薬管
理を行いながら、服薬ﾐｽが無いように
努めており、マニュアルの見直しや配
薬の工夫も行われている

33 安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の
状況に応じて、休息したり、安心し
て気持ちよく眠れるよう支援してい
る

日中は昼夜逆転に気を配りながら、自
由に休めるよう配慮している。夜間も
居室の消灯時間は無く、読書やテレビ
鑑賞などそれぞれの生活習慣を否定せ
ず、ある程度は好きな時間に休めるよ
う支援している
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49 総　　合

本人は、このGHにいることで、
職員や地域の人々と親しみ、安
心の日々、よりよい日々をおく
ることができている

親しい人との関係が保たれ、気の合う
利用者同士で会話もあり、職員と共に
生活を送る事で安心して生活でき、役
割を持ちながら暮らせる事で入所前よ
り表情も良くなり体調も安定している
と思われる

いつ来ても利用者の表情が良く、様々
な活動を工夫し行っている。また、職
員が利用者と目線を合わせて優しく接
しており、接遇面も徹底されおり、利
用者は安心して生活がおくることがで
きていると思われる

利用者目線に立った支援を職員全員が
心がけており、気持ちに寄り添う支援
が行われている。また、新しい取り組
みも行われており、地域交流も積極的
に図られている

47

本人は、自分がいきいきと過ご
す会話のひと時や、活動場面を
日々の暮らしの中で得ることが
できている

リビングのテーブル席は気の合う方と
会話できるよう配慮した席順にし、共
有ソファーでは寛いで話す事ができ
る。また職員は、利用者が興味を持つ
話の内容で回想法などを用いながら会
話を引き出せるよう取り組んでいる

利用者の性格や興味などに配慮した環
境作りと支援が行われている

46

本人が持つ力の
活用

本人は、自分ができること・で
きないこと、わかること・わか
らないことを踏まえた、役割
や、楽しみごとを行うことがで
きている

できる事は自ら行えるように、また実
行困難な事やわからない事には介助を
行いながら、一人ひとりの状態に合っ
た家事やレクリエーションへの参加を
勧め、役割や楽しみを持って生活でき
るよう支援している

48
本人は、自分なりに近隣や地域
の人々と関わったり、交流する
ことができている

書道や音楽教室などの地域ボランティ
アやJA婦人部等の地域の方々、放課後
デイサービスの子供たちとの交流を
図っている。感染症対策を行いながら
面会などの交流する機会も設けている

利用者自身が『地域とつながろうﾌﾟﾛ
ｼﾞｪｸﾄ』や様々な活動を通して地域に出
かけ、又、地域ボランティアや放課後
デイサービスの子供たちとの交流も図
られている

44

本人は、自分のなじみのもの
や、大切にしているものを、身
近（自室等）に持つことができ
ている

自宅から馴染みの家具や持ち物を居室
に置き使用されている。また、家族の
写真を飾ったり、位牌を置くなど、思
い思いの大切な物を置き、生活を送ら
れている。食器類も使用されていた物
を持参し使用される方もいる

本人が大切にしていた物や写真などを
持ち込む事ができ、馴染みの家具も使
用する事が出来ている

43

生活の継続性

本人は、自分のペースで、これ
までの暮らしの習慣にあった生
活ができている

施設としての１日の流れはある程度決
まっているが、本人の希望によって起
床時間や食事時間の変更、また活動へ
の参加の是非や、共有スペースや自室
などのどこでどう過ごすかを自己決定
できるよう配慮している

45

本人は、自分の意向、希望に
よって、戸外に出かけること
や、催（祭）事に参加すること
ができている

一人で自由に戸外へ出る事は難しい
が、職員が付き添いや見守りを行い戸
外へ出る事はできる。また、外出は可
能な限り希望に沿う事ができるよう
行っており、美容院の利用や買い物外
出の支援も行っている

美容院の利用や個別の買い物外出の支
援が行われており、ドライブ先なども
利用者の意見や希望が反映されている

41 本人主体の
暮らし

本人は、自分の生活歴や友人関
係、暮らしの習慣、特徴など
様々な情報をもとに、ケア・支
援を受けることができている

事前に収集した生活歴や習慣などの情
報をもとに支援し、日々の生活の中で
得た新しい気づきや情報を介護計画へ
反映させていく事で、本人に寄り添っ
た支援を行っている

42

本人は、自分の健康面・医療
面・安全面・環境面について、
日々の状況をもとに、ケア・支
援を受けることができている

一人ひとりの持病や認知症状について
理解し、職員間で日々の状況の変化な
ど情報共有を行い、必要に応じてかか
りつけ医や薬局と連携しつつ、安心し
て生活を送れるように支援している

利用者一人ひとりの状態を職員間で共
有し、把握できており、一人ひとりに
あった適切な支援が行われている


